
駒形遺跡近くの林道で黒曜石を発見した際

の状況などを参加者に説明する北澤さん㊧　縄文どんぐりカフェ

く

駒
形
遺
跡
か
ら
レ
し

推
定
運
搬
ル
ー
ト
」
↓

渾
さ
ん
（
評
）
ガ
イ
ド

幸
雄
さ
ん
（
6
9
）
に
よ
る
駒
形
遺
跡

の
解
説
も
あ
っ
た
。
現
在
、
同
グ

ル
ー
プ
は
絵
本
「
二
つ
の
国
宝
土

偶
と
黒
曜
石
」
を
製
作
中
で
、
1
1

月
未
ま
で
に
完
成
予
定
。
ム
「
回
の

催
し
は
絵
本
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
企
画
し
た
。

茅
野
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ
「
縄
文
ど
ん
ぐ
り
カ
フ
ェ
」
は

2
9
日
、
黒
曜
石
を
l
T
マ
に
縄
文
文
化
な
ど
を
学
ぶ
イ
ベ
ン

ト
を
同
市
米
沢
の
駒
形
遺
跡
周
辺
で
開
い
た
。
地
l
訪
古
道

研
究
家
、
北
澤
俊
弘
さ
ん
（
7
9
）
＝
同
市
中
大
塩
＝
が
ガ
イ
ド

と
な
り
、
参
加
者
は
縄
文
時
代
の
黒
曜
石
の
集
積
地
で
あ
る

同
遺
跡
か
ら
産
地
の
霧
ヶ
峰
（
諏
訪
市
）
ま
で
を
結
ぶ
運
搬

ル
ー
ト
と
推
定
さ
れ
る
林
道
を
歩
い
た
。
（
久
保
勇
名
）

北
澤
さ
ん
は
定
年
退
職
後
に
考

古
学
研
究
を
始
め
、
霧
ヶ
峰
で
は

長
年
ガ
イ
ド
を
務
め
た
。
2
0
1

3
年
ご
ろ
か
ら
同
遺
跡
周
辺
で
黒

曜
石
の
運
搬
経
路
の
推
測
を
行

い
、
約
5
年
間
に
わ
た
っ
て
尾
根

や
山
内
の
古
道
を
歩
い
て
調
査
し

た
。
調
査
で
黒
曜
石
が
見
つ
か
っ

た
3
2
カ
所
を
地
図
と
照
合
し
た
結

果
、
霧
ヶ
峰
星
ケ
台
か
ら
同
遺
跡

に
至
る
片
道
約
8
㌔
の
ル
ー
ト
が

浮
か
び
上
が
っ
た
と
い
う
。

こ
の
日
は
同
グ
ル
ー
プ
の
関

係
者
と
地
元
住
民
ら
約
3
0
人
が
、

同
遺
跡
北
側
の
林
道
を
上
っ
た

後
、
明
神
尾
根
を
下
り
て
遺
跡
に

戻
る
約
2
㌔
の
コ
ー
ス
を
歩
い

た
。
途
中
、
北
澤
さ
ん
が
黒
曜
石

を
発
見
し
た
3
カ
所
で
当
時
の

記
録
資
料
を
紹
介
し
、
「
縄
文

時
代
か
ら
使
わ
れ
続
け
て
き
た
尾

根
や
沢
沿
い
の
歩
き
や
す
い
道
が

後
世
ま
で
残
っ
て
い
る
」
と
説
明

した。同
グ
ル
ー
プ
の
顧
問
で
茅
野
市

尖
石
縄
文
考
古
館
元
館
長
の
鵜
飼


